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１．概要（Summary） 

 地上から放射される放射エネルギーを、表面微細構造

を用いて大気の窓に対応する波長に制御することで、温

室効果ガスに吸収されずに宇宙へ放熱し、地球温暖化

現象を軽減する。 

 

２．実験（Experimental） 

 UV ナノインプリント技術で作成した 6 μm×6 μ

m×6 μm のキャビティ構造上に，ヘリコンスパッタ

装置を用いて，100 nm の金膜を作成した。Si 上にフ

ォトマスクプリント技術で作成した 6 μm×6 μm×

6 μm のキャビティ構造上に，コンパクトスパッタ装

置を用いて，100 nm の金膜を作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 ヘリコンスパッタしたサンプルは，キャビティの側

壁に作製された金膜の厚みを測定するために作成さ

れたが，断面を出すために切断する際に UV 硬化樹脂

が変形してしまい，うまく断面を出す事ができず，キ

ャビティ側壁に作成された金膜の厚みを測定する事

が出来なかった。 

 コンパクトスパッタしたサンプルは，放射冷却実験

装置（Fig.1,2）に取り付けられ，表面微細構造による

放射冷却効果の実験に使われた。表面微細構造を持つ

サンプルの温度を同様にスパッタした平滑面や気温

と比べたところ，表面微細構造を持つサンプルの温度

が気温や平滑面の温度よりも低下させる事が出来る

事が分かった。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

 なし． 
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